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高床診療所の火災時対応指針案の骨子 
宴警幸的†鳴ったら、火元の確認より通報を 

塵先する 
菓火元の部屋に多数の患者がいる場合は、 

消火器などでの初期消火を優先する 
獲屋外への避難が困難な場合は、固駈 

も火元からなるべく遠い部屋に逃げる 漢籍課擬語弊どを通じ夜間火 
有
床
診
療
所
に
火
災
時
指
針

昨
年
1
0
月
、
入
院
患
者
ら
1
0
人
が
死
亡
し
た
福
岡
市
博
多
区
の
医
院
火
災
を
受
け
、
総
務

省
消
防
庁
は
、
夜
間
の
当
直
態
勢
が
手
薄
な
有
床
診
療
所
（
1
9
床
以
下
）
で
の
火
災
時
、
看

護
師
や
職
員
の
適
切
な
行
動
例
を
示
し
た
対
応
指
針
を
策
定
す
る
。
夜
間
当
直
が
工
人
の

場
合
を
想
定
し
、
火
元
の
確
認
よ
り
消
防
へ
の
通
報
を
優
先
す
る
よ
う
求
め
る
ほ
か
、
初
期

消
火
や
避
難
誘
導
を
可
能
な
限
り
効
率
的
に
行
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
内
容
と
な
る
。

【
1
7
両
に
特
集
】

消
防
庁
、
夏
に
も
通
知

消
防
庁
に
よ
る
と
、
病
院
（
2
0

床
以
上
）
や
社
会
福
祉
施
設
向

け
の
防
火
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る

が
、
有
床
診
癒
所
を
対
象
に
し

た
指
針
策
定
は
初
め
て
。
全
国

の
有
床
診
癒
所
の
多
く
が
夜
間

の
当
直
が
工
人
態
勢
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
実
態
に
即
し
た
指
針

が
必
要
と
判
断
し
た
。

病
院
向
け
防
火
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
火
災
報
知
設
備
が
作
動
し

た
際
、
誤
報
防
止
の
た
め
、
火

元
を
確
認
し
た
上
で
⊥
⊥
9
番

通
報
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

一
方
、
有
床
診
癒
所
の
指
針
案

は
、
火
元
の
確
認
よ
り
通
報
を

優
先
す
る
よ
う
規
定
。
消
防
か

ら
折
り
返
し
の
電
話
が
あ
っ
た
．

場
合
も
「
そ
の
対
応
よ
り
原
則

と
し
て
（
患
者
の
）
避
難
誘
導

を
優
先
す
る
」
と
し
て
い
る
。

消
防
庁
予
防
課
は
「
工
人
の
当

直
に
多
く
は
求
め
ら
れ
な
い
。

誤
報
を
恐
れ
る
よ
り
一
刻
も
早

い
通
報
が
優
先
だ
」
と
話
す
。

さ
ら
に
、
火
元
を
見
つ
け
た

ら
「
火
事
だ
」
と
大
声
で
2
回

叫
ん
で
避
難
を
促
す
『
火
元
の

部
屋
に
多
数
の
患
者
が
い
て
避

難
に
博
聞
が
か
か
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
消
火
器
に
よ
る
初

期
消
火
を
実
施
。
患
者
を
部
屋

か
ら
避
難
さ
せ
た
ら
、
火
や
煙

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
出
入
り
口

の
扉
を
閉
鎖
す
る
。
屋
外
へ
の

避
難
が
難
し
い
場
合
は
、
火
元

か
ら
で
き
る
だ
け
遠
い
部
屋
に

逃
げ
、
消
防
隊
の
到
着
を
待
つ

選
択
肢
も
示
し
た
。

宿
直
者
工
人
で
、
覆
た
ぎ
り

の
患
者
や
高
齢
患
者
を
搬
送
す

る
方
法
も
例
示
。
車
椅
子
な
ど

が
使
え
な
い
場
合
、
愚
者
を
シ

ー
ツ
に
く
る
ん
だ
り
、
患
者
の

衣
服
の
後
ろ
襟
を
つ
か
ん
だ
り

し
て
引
き
ず
り
出
す
方
法
を
紹

介
し
て
い
る
。

指
針
案
は
既
に
、
医
院
火
災

を
受
け
て
発
足
し
た
有
識
者
会

議
に
示
し
て
お
り
、
今
夏
に
も

承
認
を
得
た
上
で
全
国
の
施
設

に
提
示
す
る
予
定
。
福
岡
市
の

有
床
診
療
所
関
係
者
は
「
行
動

の
目
安
が
で
き
る
こ
と
は
あ
り

い
が
、
限
界
も
あ
る
。
訓

を
考
え
て
い
く
し
か
な
い
」
と

話
し
て
い
る
。
（
吉
川
文
敬
）


